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浮き彫りになった最大の課題、浮き彫りになった最大の課題、
� それは「わからない」� それは「わからない」

　中山町議会では、議員のなり手不足の解消や、町民にわかりやすく開かれた議会運営、議会機
能の強化、そして身近で信頼される議会を目指すために町民アンケートを実施しました。ご協力
いただき、誠にありがとうございました。（対象７００名、回答２６８名／回答率３８．２％）

　７月２７日、中山町議会総務文教常任委員会と中山町消防団幹部１１名による意見交換会が開催さ
れました。これは約２０年ぶりとなる貴重な機会で、消防団が抱える課題や今後の取り組みについ
て活発な議論が交わされました。

　今回のアンケートでは、全体的に「わからない」という回答が多く、町民の皆さまが「議会
活動の見えにくさ」や「意見が届きにくいこと」などに課題を感じていることがわかりました。
お寄せいただいた多くの貴重なご意見や要望は、執行部と速やかに情報共有を行い、町政への
反映を図ります。
　そして、議会ではアンケートをさらに詳細に分析し、課題抽出、対応策の検討・実行、対応
状況の公表を行っていきます。なり手不足解消への取り組みと同時に、情報発信の充実、町民
参加機会の拡大、政策提案力の強化に努め、町民の皆さまと共に「開かれた、信頼される議会」
を目指します。

　今回の意見交換会では、消防団が直面している課題と今後の方向性について、率直で建設的
な議論が行われました。議会としても消防団の要望を活動に反映させ、地域の安全・安心を守
るために連携を深めていくことを確認しました。
　このような意見交換会を今後も継続的に開催し、住民の皆さまの声を議会活動に活かしてま
いります。

今後に向けて

地域の安全を守るため
に組織再編も含めて検
討が必要。機能別消防
団員の検討も必要に
なってくるだろう。

若者の消防団に対する
考えを聞く機会が欲し
い。それによってでき
ることがわかるのでは
ないか。

女性消防隊にも、なかなか新しい人の
加入がない。女性の防災組織への参加
促進や、子育て中の女性も参加しやす
い環境づくりが必要。ボランティア登
録制度などで対応できないか。

災害時に一番頼りにな
るのは地元の消防団の
皆さん。課題には、団
員だけでなく町ぐるみ
で取り組んでいきたい。

　中山町消防団では、４０年前に約４８０名いた団員が、
現在約２３０名まで減少しています。これは全国的な傾
向で、昭和３０年代に約２００万人いた全国の消防団員が、
現在７４万人程度まで減っているのが現状です。
　特に、住宅密集地区での団員不足は深刻で、通常の
活動にも支障をきたす状況が見受けられるようになっ
ています。若い世代が消防団に入らない理由として
は、家庭を優先する価値観の変化や、ＳＮＳでのネガ
ティブな情報の影響などが挙げられました。

アンケート結果の報告アンケート結果の報告（速報版）（速報版）

アンケートより一部抜粋 アンケート全回答の閲覧はこちらから

▲

中山町消防団×総務文教常任委員会中山町消防団×総務文教常任委員会

深刻化する団員不足の現状

みんなで支えるみんなで支える
　　　地域の安全　　　地域の安全

〈若い世代の参加促進〉
・体験入団の機会創設
・ＳＮＳを活用した情報発信
・学校教育との連携強化
・消防行事をイベントに併せて開催

〈組織の再編と施設整備〉
・‌�第１分団の施設更新計画（駐車場完
備で活動拠点に適した場所選び）
・�少人数でも操作できる新型ポンプ車
の導入

〈活動環境の改善〉
・�出動時の車両保険導入検討
・活動服の更新
・�暑さ対策としての装備の
　見直し　� など

今後の取り組み案として

今後に向けて

議員として働いてみたいと思いますか？
◦（条件が整えば）やってみたい �  ２２名
◦全く思わない �  １８４名
◦議員の仕事がわからないので
　どちらともいえない �  ５４名

会社員だと仕事を続けられないのではないか。両
立できるような仕組みがあれば良いと思う。議員
についてよく知らないので、イメージが先行し、
なりたい人が少ないのでは。� （４０代：女性）

【なり手不足について】

議会で特に力を入れてほしいことは何ですか？
◦町民の声を議会に届ける仕組み
　づくり �  １１８名
◦子どもや若者の意見を反映する
　仕組みづくり �  １１４名
◦政策提案力の強化 �  ９３名

中山町を背負っていく若い人の新しい感覚を取り
入れていく必要があるのでは。中学生、高校生も
巻きこんだ議会など。� （７０代：女性）

【議会機能の強化について（複数回答）】

本会議の録画配信を見たことはありますか？
◦見たことがある �  ７名

◦見たことがない �  １３６名

◦配信を知らなかった �  １２２名

周知されなければ、ただの自己満足にすぎない。
� （４０代：女性）

議員の録画配信を見てみたいが、配信はどこで見
られるかもわからない。� （８０代：女性）

【開かれた議会について】

町民の意見が議会に反映されていると思いますか？
◦十分反映されている �  ０名
◦おおむね反映されている �  ７１名

◦全く反映されていない �  １４名
◦あまり反映されていない �  ５９名

◦わからない �  １１９名

広く町民の考えを（意見を）聴く機会が少ないの
ではないでしょうか。� （７０代：男性）
何をしているのかまったくわからない。�（７０代：男性）

【身近で信頼される議会について】

かずのりかずのり

秋葉和則 秋葉和則 団長団長
かずのり

てつ おてつ お

鈴木徹雄鈴木徹雄  委員長委員長
てつ お

みつひろみつひろ

大津光弘大津光弘  副団長副団長
みつひろよしひこよしひこ

浅倉慶彦 浅倉慶彦 指導員指導員
よしひこ
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自主財源
20億6518万円
34.7％

自主財源
20億6518万円
34.7％依存財源

38億8856万円
65.3％

依存財源
38億8856万円
65.3％

義務的経費
22億3464万円
39.6％

義務的経費
22億3464万円
39.6％

投資的経費
3億2503万円
5.8％

投資的経費
3億2503万円
5.8％

その他の経費
30億8730万円
54.7％

その他の経費
30億8730万円
54.7％

一般会計歳入 総額 59億5374万円（前年度比９．２％増）

※自主財源：町が自主的に収入する財源
※依存財源：‌�国や県から定められた額を

収入する財源

県支出金　３億４３６６万円　５．８％

国庫支出金　７億３７２万円　１１．８％

地方交付税　２２億３５４７万円　３７．５％

地方特例交付金　５４６０万円　０．９％ 地方消費税交付金　
２億５０１１万円　４．２％

地方譲与税　４３５４万円　０．７％

分担金および負担金　２８２８万円　０．５％

使用料および手数料　４０４６万円　０．７％

繰越金　３億８３１万円　５．２％

寄附金など　３億７９７０万円　６．４％
財産収入・寄附金

諸収入　１億４２４１万円　２．４％
産業立地促進資金融資制度預託金への
貸付金元利収入など

繰入金　１億８２７３万円　３．１％
財政調整基金などを崩して使うこと

町税　９億８３２８万円　１６．５％
町民税・固定資産税・たばこ税などその他　２９０６万円　０．５％

町債　２億２８４０万円　３．８％
銀行などからの借入金

令和６年度決算を認定！
今回の決算については、全会計支出額の合計と基金残高、借金残高も掲載するようにしています。

収　入（歳入） 支　出（歳出）
一 般 会 計 ５９億５３７４万円 ５６億４６９７万円
特 別 会 計 ３ 会 計 合 計 ２６億８１２８万円 ２５億８２３７万円

国民健康保険特別会計 １１億４３０６万円 １１億１２６５万円
後期高齢者医療特別会計 １億９３６９万円 １億９１８６万円
介 護 保 険 特 別 会 計 １３億４４５３万円 １２億７７８６万円

下水道事業会計
収益的収支 ４億 ７０１万円 ３億９０４８万円
資本的収支 ３億 ７２２万円 ３億４５６２万円

総 　 計 ９３億４９２５万円 ８９億６５４４万円

期　日 会　　議 備　　考

９月４日（木）
本　会　議

（柏倉家住宅保存・　
 利活用特別委員会）

一般質問
議第３９号～４０号　提案理由の説明
報告

９月５日（金）
　～１０日（水）

休　　　会
（全員協議会） 令和６年度決算に係る説明等、質疑（各課ごと）

９月１１日（木） 休　　　会 （議案調査）

９月１２日（金）
本　会　議
（全員協議会）

（議会活性化特別委員会）

議第３９号～４０号　質疑、討論、採決
議第４１号～４８号　各件毎提案理由の説明、
　　　　　　　　質疑、討論、採決

令和７年 中山町議会９月定例会日程表一般会計歳出 総額 56億4697万円（前年度比９．８％増）	

維持補修費　１億２８２８万円　２．３％

普通建設事業費・災害復旧事業費　
３億２５０３万円　５．８％

公債費　４億４４８８万円　７．９％
借入金の元利償還金

扶助費　７億７０７９万円　１３．６％
社会保障制度の一環として支出する経費

※義務的経費：‌�支出が義務付けられ、任意に
節減できない経費

※投資的経費：‌�施設など、財産として将来に
残るものにかかる経費

※‌�グラフの金額は万円単位で表示するため、単位未満を四捨五入しています。また、％は小数点以下第２位を
四捨五入しています。そのため、合計と内訳の計が一致しない、または１００％とならない場合があります。

なかやま保育園の空調改修工事など
投資等および貸付金　１億１９１９万円　２．１％

一般会計歳出 ５６億４６９７万円　 全会計支出 合計 89億6544万円
基金残高（貯めているお金） ２７億４０２８万円（前年度比 ８３５６万円増）　借金残高 ６９億３６４０万円（前年度比 ３億２００９万円減）

　９月定例会が、９月４日から１２日までの会期で開催されました。
　議事内容は、令和６年度中山町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定、令和６年度中山町下水
道事業会計決算の認定のほか、令和７年度の補正予算５件、人事案件２件、財産の取得についてな
どで、すべて原案のとおり認定、可決、同意されました。（議案一覧はＰ８）

９月定例会９月定例会が開催されましたが開催されました

令和６年度決算審査等結果報告
　令和６年度中山町一般会計、各特別会計および下水道事業会計について、町監査委員に
よる決算審査が、７月２３日、２４日、２５日、２９日、３１日の５日間で行われました。

　審査結果は、全般的にはおおむね妥当な決算
であると認められるが、一部に改善を要する事
務等が確認されたことから、次のとおり指摘す
るので改善を図られたい。

監査委員から町当局への指摘事項（抜粋）
◦‌�事務の引き継ぎにおいて、各事業の経過や課
題、解決に向けた方向性を後任者に確実に引
き継ぐこと。
◦‌�予算の流用について、前年度と比較し、件数、
金額ともに増えているため、予算の内容を精
査するとともに適正な管理を行い、予算の流
用を控えること。

◦‌�基金の運用について、有効活用や存続、廃止
を検討すること。
◦‌�施設の老朽化への対応を計画的に進めるこ
と。また、各施設の設備や機器についても計
画的に交換等の対応をすること。
◦‌�旧柏倉家住宅について、将来の方向性を今一
度検討すること。
◦‌�町の課題に対し担当課だけでなく全職員が自
分事として捉え、町の未来を見据えながら業
務に当たることを期待したい。

� 中山町代表監査委員　村山 　拓
� 中 山 町 監 査 委 員　斎藤 眞一

繰出金　５億７３万円　８．９％
特別会計への繰出金など

積立金　２億６９７万円　３．７％
ふるさと納税寄附金の積立など

補助費等　８億８５２８万円　１５．７％
各種団体への助成金や一部事務組合への負担金など

物件費　１２億４６８５万円　２２．１％
ふるさと納税の事務代行委託料など

人件費　１０億１８９７万円　１８．０％
議員・職員・会計年度任用職員・各種委員の給与
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、
令
和
５
年
度
に
比

べ
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ　
捕
獲
頭
数
は
隔
年
で

多
い
少
な
い
を
繰
り
返
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
は

す
で
に
昨
年
度
の
捕
獲
頭

介
護
特
会
に
お
け
る

不
用
額
が
多
い
理
由
は

鳥
獣
被
害
対
策
の

今
後
の
方
向
性
は

Ｑ　
総
合
体
育
館
の
移
動

式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

は
、
以
前
か
ら
フ
ロ
ア
が

傷
む
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
定
置
型
の
検
討
な
ど

見
直
し
を
し
て
は
。

Ａ　
調
査
は
実
施
し
て
お

り
、
体
育
館
の
構
造
上
屋

根
か
ら
の
吊
り
下
げ
は
費

用
が
高
額
と
な
る
結
果
で

あ
っ
た
。
利
用
者
に
は
丁

寧
に
使
っ
て
も
ら
う
な
ど

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

後
も
移
動
式
の
も
の
を
使

用
し
て
い
く
。

移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
の
見
直
し
を

Ｑ　
監
査
委
員
の
意
見
書

に
あ
っ
た
予
算
の
流
用
の

中
身
は
。

Ａ　
金
額
の
大
き
か
っ
た

３
件
の
内
訳
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
積
立
金
、
除
雪

関
係
費
用
、
除
雪
関
係
の

シ
ス
テ
ム
費
用
に
係
る
も

の
。
間
に
合
う
場
合
は
補

正
予
算
と
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　
町
内
の
畜
産
農
家
の

肉
や
、
芋
煮
会
等
の
体
験

型
返
礼
品
を
出
す
な
ど
、

も
っ
と
企
画
し
て
返
礼
品

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
新
た
な
返
礼
品
を
扱

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
側
の
負
担
も
あ
る
た

め
、
他
課
と
連
携
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

予
算
流
用
の
内
容
は

ふ
る
さ
と
納
税
、
さ
ら

な
る
企
画
が
必
要
で
は

令和６年度令和６年度
決算質疑決算質疑

　９月定例会の会期中、４日間にわたり全員協議会を開き、
令和６年度決算の審査を行いました。また、成果説明書をも
とに、各課、事業ごとの実績、成果、課題などの報告を受け
ました。活発な質疑のあと、本会議において一般会計、各特
別会計および下水道事業会計の決算を認定しました。
　主な質疑内容は次のとおりです。一部を抜粋しています。

Ｑ　
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
の
今
後
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
現
在
の
連
携
事
業
の

中
に
は
、
町
の
財
政
に
プ

ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
事
業

が
少
な
い
。
今
後
も
、
連

携
で
き
る
事
業
が
な
い
か

す
べ
て
の
課
で
見
直
し
た

い
。

Ｑ　
羽
前
長
崎
駅
の
連
絡

通
路
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
期

日
が
過
ぎ
た
も
の
が
そ
の

ま
ま
で
あ
り
、
ガ
ム
テ
ー

プ
の
跡
も
目
立
っ
て
い

る
。
ま
た
、
西
口
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
の
看
板
に
は
何

も
な
い
。
ど
の
よ
う
に
管

理
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
至
急
、
現
地
を
確
認

し
て
対
応
し
た
い
。

町
の
指
針
を
も
っ
て

連
携
す
べ
き

羽
前
長
崎
駅
の
掲
示
物

等
の
管
理
徹
底
を

Ｑ　
東
口
の
駐
輪
場
の
利

用
実
績
は
。
ま
た
、
老
朽

化
し
て
い
る
が
抜
本
的
な

解
消
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
利
用
実
績
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
利
用
者
が

だ
い
ぶ
減
っ
て
い
る
と
認

識
は
し
て
い
る
。
解
消
策

な
ど
は
現
時
点
で
は
特
に

な
い
。

Ｑ　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
町
内
の

火
事
な
ど
、
消
防
情
報
の

発
信
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　
火
災
の
場
合
は
山
形

市
消
防
本
部
か
ら
の
情
報

を
担
当
と
消
防
団
で
共
有

し
て
い
る
。
現
在
は
町
民

に
広
く
お
知
ら
せ
は
し
て

い
な
い
が
、
地
区
や
大
字

ま
で
の
情
報
開
示
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
最
近
職
員
の
対
応
に

つ
い
て
町
民
か
ら
の
相
談

が
増
え
て
い
る
。
人
材
育

成
事
業
の
職
員
研
修
に
お

け
る
課
題
は
。

Ａ　
毎
年
、
職
員
研
修
計

画
を
作
成
し
、
役
職
別
や

能
力
開
発
、
接
遇
な
ど
の

研
修
を
受
講
し
て
い
る
。

常
に
町
民
の
立
場
に
立
っ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

情
報
発
信
の
充
実
を

役
場
職
員
の
研
修
に

お
け
る
課
題
は

て
、
親
切
丁
寧
に
と
い
う

基
本
姿
勢
は
あ
る
が
、
実

際
に
で
き
て
い
る
か
の

チ
ェ
ッ
ク
は
難
し
い
。
今

後
も
課
長
会
議
な
ど
で
話

を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
山
形
市
で
消
防
施
設

の
再
配
置
計
画
は
あ
る
の

か
。

Ａ　
山
形
市
で
計
画
は
立

て
て
い
な
い
。
中
山
町
の

課
題
は
そ
の
都
度
伝
え
て

い
る
。
県
全
体
で
考
え
て

い
く
問
題
で
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ　
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
つ
い
て
の
広
報
体

制
は
。

Ａ　
役
場
窓
口
に
も
コ
ン

ビ
ニ
で
証
明
書
の
交
付
が

も
っ
と
中
山
町
に
近
い

消
防
施
設
の
配
置
を

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
周
知
は

終了したイベントのポスターがそのまま

チラシでは操作手順も案内し
コンビニ交付を周知　　　　

利用が減っている駐輪場樹園地をうろつくイノシシ

ダンクシュートにも対応するため軽量化も難しい

Ｑ　
地
産
地
消
率
が
目
標

値
の
半
分
以
下
と
な
っ
て

地
産
地
消
率
低
下
の

要
因
は

Ｑ　
ご
み
処
理
施
設
で
の

火
災
が
増
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
特
に
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
原
因
の
火
災

に
つ
い
て
町
独
自
で
回
収

す
る
な
ど
の
方
法
も
考
え

ら
れ
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
令
和
６
年
度
の
立
谷

川
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
発
火
・
発
煙
の

う
ち
、
電
池
が
原
因
と
さ

れ
る
も
の
は
２
８
０
件
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
広
域
環
境

事
務
組
合
で
も
深
刻
に
捉

ご
み
処
理
施
設
に
お
け
る

火
災
の
対
策
は

え
て
い
る
。
同
組
合
で
の

対
応
を
待
っ
て
町
独
自
の

対
応
も
考
え
た
い
。

Ｑ　
高
齢
化
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
へ
の
移
行

が
増
え
、
一
般
財
源
の
支

出
が
増
え
て
い
く
と
予
想

さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

Ａ　
人
口
割
合
か
ら
言
っ

て
そ
の
と
お
り
だ
が
、
歳

出
も
減
っ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
る
の
で
、
実
態
を
見

据
え
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

国
保
事
業
の

今
後
の
対
応
策
は
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検索中山町議会　録画配信

　９月定例会で、第３回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算に
それぞれ１億７２１６万３０００円を増額し、総額で６２億１１５８万４０００円とするものです。
　見直しの主な内容は次のとおりです。

令和7年度一般会計補正予算 令和7年度一般会計補正予算 （第（第３３号）について号）について その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東 
幸
治

須
貝 
勝
司

田
宮 
昌
幸

夛
田 

慎
二

斎
藤 

眞
一

鈴
木 

徹
雄

渡
辺 

博
文

村
山 　
隆

渡
邉 　
史

鎌
上 　
徹

議第
３９号

令和６年度中山町一般会計歳入歳出決算の認定について
令和６年度中山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和６年度中山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和６年度中山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
（⇒詳細は５ページ参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４０号 令和６年度中山町下水道事業会計決算の認定について
（⇒詳細は５ページ参照） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４１号 令和７年度中山町一般会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ１億７２１６万３０００円増額し、総額を６２億１１５８万４０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４２号 令和７年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ３３４２万４０００円増額し、総額を１１億７６４５万円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４３号 令和７年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ４９０万９０００円増額し、総額を２億６９１万４０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４４号 令和７年度中山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ６２４４万９０００円増額し、総額を１４億３４９８万３０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４５号
令和７年度中山町下水道事業会計補正予算（第１号）
職員の人件費や企業債の利息の変更、旧土橋処理場の固定資産の売却に伴
い補正するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４６号
中山町教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任期満了に伴い、新しく候補者を任命するにあたり議会
の同意を求めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４７号
中山町固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、引き続きその候補者を選
任するにあたり議会の同意を求めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

４８号
財産の取得について
取得する財産：小・中学校における学習者用タブレット端末等一式（８１１台分）
７００万円を超える財産の取得に該当するため、議会の議決を必要とするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

９月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

＊注：議長は採決に加わりません。

人 事 案 件
中山町教育委員会委員の
� 任命に同意

東
とう
海
かい
林
りん
　大

まさ
 睦
ちか
 氏

（達磨寺　新任）

任期：令和７年１０月１日～
　　　令和１１年９月３０日

中山町固定資産評価審査
委員会委員の選任に同意

須
す
 貝
がい
　幸

こう
 司
じ
 氏

（岡　再任）

任期：令和７年１０月１日～
　　　令和１０年９月３０日

開業支援で新しい店が続々とオープン

　開業支援事業補助金については、すでに当初予算で見
込んでいた４件分の補助金交付が決定しており、その後
も開業の相談を受けていることから、年内に開業が見込
まれる３件を含む４件分の補助金を増額するものです。

町内で開業する方を応援町内で開業する方を応援
増額 ６００万円

補助金を活用した活動で整備された羽前長崎駅東口

▲

　町民企画事業補助金（通称：「おらだのまち」補助金）について、当初
の想定を上回る申請相談があり、トライ枠５団体分を増額するものです。
町民が主体となって自主的に公益活動を行う団体が年々増えています。

町民による「まちづくり企画」が増加町民による「まちづくり企画」が増加
増額 ５０万円

　町内の認定農業者等が農業用機械を導入する費用について、町では一部を補助していますが、今回、
当初予算を超える申請があったため増額するものです。

農業者の機械等導入を支援農業者の機械等導入を支援 増額 ３０９万６０００円

町指定文化財 岡村観音堂

　岡村観音堂の千手観音像、不動明王像、毘沙門天像の
三尊像が、昨年４月に山形県指定有形文化財に指定され
ました。調査の段階で建物にシロアリ被害が確認され、
早急な対策が必要となりました。建物は町指定文化財と
なっており、修理に係る費用のうち２分の１を町指定文
化財修理費補助金として交付するため増額するものです。

後世に伝える建物を修繕後世に伝える建物を修繕
増額 １２１万８０００円

議会の録画配信をしています 過去の議会だよりをご覧いただけます
パソコンや
スマートフォンから
ご覧いただけます。

SideBooksアプリから町公式ＨＰから
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！町

政
を
問
う

町
政
を
問
う

佐東　幸治 議員（１１ページ）
◦‌�町の教育政策は、子どもたちに伝わっているのか
◦‌�ほんわ館へ町民の集いの場（カフェなど）を設置
できないのか

須貝　勝司 議員（１２ページ）
◦‌�文化財への財政支援に対する町の考えは
◦‌�自治公民館改修への補助率見直しは

夛田　慎二 議員（１３ページ）
◦‌�防災課の設置の可能性は
◦‌�業務効率化のためのデジタル技術の活用は

田宮　昌幸 議員（１４ページ）
◦‌�安心・安全なスポーツ環境を

渡邉　　史 議員（１５ページ）
◦‌�支援の必要な子どもの放課後の居場所は

村山　　隆 議員（１６ページ）
◦‌�町の成長戦略、カギは

質問者（発言順）

一 般 質 問一般質問
　一般質問とは、議員が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、町が
町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
通

し
て
、「
良
い
子
ど
も
を

育
む
た
め
に
は
、
そ
の
２０

年
前
か
ら
準
備
を
始
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
教

わ
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、

子
ど
も
を
育
て
る
前
に
、

親
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
今
の
教
育
政
策
が
、
本

当
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
の
か
を
考

え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

　
私
た
ち
が
育
っ
て
き
た

社
会
と
比
べ
て
、
今
の
子

ど
も
た
ち
が
育
つ
社
会

は
、
総
合
的
に
見
て
負
担

が
増
え
て
い
る
と
思
う

か
、
減
っ
て
い
る
と
思
う

か
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
保
護
者
の
視
点
か

ら
考
え
る
と
、
昔
と
比
べ

て
女
性
の
社
会
進
出
に
伴

う
共
働
き
世
帯
が
増
加
し

て
お
り
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
に
お
け
る
家
庭
内

で
の
負
担
が
増
加
し
、
子

ど
も
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
。
一
方
で
、
給
食
費

の
無
償
化
や
高
校
３
年
生

相
当
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
な
ど
、
子
育
て
支
援
制

度
が
よ
り
充
実
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
、こ
こ
数
十
年
の
間

に
経
済
状
況
等
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
理
由
を
、
町
は
ど
の
よ

う
に
分
析
し
、
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
対
応
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　
少
子
化
の
進
展
は

全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
要
因
と
し
て
は
、

「
未
婚
化
や
晩
婚
化
の
進

展
」、「
女
性
の
社
会
進
出・

価
値
観
の
多
様
化
」
な
ど

と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
要
因

は
当
町
に
も
当
て
は
ま
る

と
考
え
て
い
る
。
町
で

は
、
人
口
減
少
・
少
子
化

の
抑
制
に
も
配
慮
し
な
が

問　
ほ
ん
わ
館
の
入
っ
て

右
側
に
「
カ
フ
ェ
」
な
ど

を
設
置
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長 

条
例
等
の
整
備
、

消
防
署
や
保
健
所
へ
の
届

出
な
ど
、
解
決
す
べ
き
こ

と
が
あ
る
が
、
図
書
館
創

設
の
際
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
話
し
合
わ
れ
た
「
本

に
出
合
う
だ
け
で
は
な
い

気
軽
な
町
民
の
居
場
所
」

と
い
う
方
向
性
に
立
ち
返

り
、
町
民
の
居
場
所
と
な

る
施
設
と
な
る
よ
う
検
討

を
考
え
て
い
る
。

私
の
思
い

　
町
民
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
ほ
ん
わ
館
へ
カ

フ
ェ
の
設
置
を
進
め
て
ほ

し
い
。

ら
、「
安
心
し
て
生
活
で

き
る
子
育
て
と
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
。

問　
少
子
化
対
策
と
子
育

て
対
策
、
子
ど
も
の
教
育

政
策
と
保
護
者
へ
の
支
援

策
な
ど
、
各
政
策
の
目
的

や
対
象
は
明
確
に
整
理
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

町
民
に
対
し
て
政
策
の
意

図
や
効
果
が
正
し
く
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

町
長　
中
山
町
総
合
発
展

計
画
の
各
基
本
施
策
の
主

要
事
業
等
に
位
置
づ
け
て

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

目
的
や
対
象
に
つ
い
て
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

町
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配

布
等
に
よ
り
、
町
民
へ
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
効
果
的
な
周

知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

飲食・談話コーナーをより積極的に活用してみては

町の教育政策は、子どもたちに
� 伝わっているのか

町長 広報紙やガイドブック等で継続してお知らせしていく

ほ
ん
わ
館
へ
町
民
の
集
い
の
場
（
カ

フ
ェ
な
ど
）
を
設
置
で
き
な
い
の
か

�

町 

前
向
き
に
調
査
す
る

佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

６人の議員が一般質問
　９月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、将来の町政について
活発な議論を展開しました。
　なお、今定例会では、芋煮会発祥
の地をＰＲするため、定例会初日に
出席者が、オレンジ色のＰＲポロ
シャツで本会議と一般質問に臨みま
した。
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問　
文
化
財
へ
の
補
助
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
宗
教

活
動
と
の
区
別
を
ど
の
よ

う
に
判
断
、
整
理
し
て
い

る
の
か
。

教
育
長　

文
化
財
へ
の
補

助
事
業
に
つ
い
て
は
、
宗

教
活
動
に
対
す
る
も
の
で

は
な
く
、
文
化
財
指
定
を

受
け
た
も
の
に
対
し
て
、

文
化
財
的
価
値
を
維
持
・

保
存
す
る
目
的
の
た
め
に

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

問　
今
後
、
文
化
財
保
護

と
政※

教
分
離
の
原
則
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

特
定
の
宗
教
活

動
に
対
し
て
で
は
な
く
、

文
化
財
の
保
存
、
活
用
に

よ
る
文
化
の
発
展
向
上
を

目
的
と
し
た
公
益
的
な
考

え
か
ら
補
助
を
行
う
方
針

で
あ
る
。

問　
文
化
財
保
護
へ
の
財

源
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

人
口
減
少
が
進
み
、
一
般

財
源
か
ら
の
支
出
が
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
く

る
。
他
の
自
治
体
で
は

「
文
化
財
登
録
制
度
」
を

活
用
し
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
特
別
交
付
税
を
増
や

し
、
文
化
財
へ
の
支
援
の

財
源
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
当
町

で
取
り
組
む
考
え
は
あ
る

の
か
。

総
合
政
策
課
長 

実
施
し
て

い
る
自
治
体
等
か
ら
の
情

報
を
得
な
が
ら
、
調
査
し

て
い
き
た
い
。

つ
い
て
は
、
一
時
的
な
避

難
場
所
で
も
あ
り
、
ま

た
、
地
区
の
方
々
の
拠
り

所
に
な
る
場
所
で
も
あ
る

た
め
、
補
助
率
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

私
の
思
い

　
国・県
の
事
業
に
対
し
、

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

早
め
に
情
報
収
集
し
、
財

源
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

い
つ
修
繕
が
実
施
で
き
る

か
わ
か
ら
な
い
。
災
害
時

に
避
難
所
と
し
て
活
用
す

る
よ
う
な
考
え
か
ら
も
、

補
助
率
の
見
直
し
を
検
討

で
き
な
い
の
か
。

副
町
長　

自
治
公
民
館
に

地区の防災訓練で講座が開催された自治公民館
（達磨寺・向新田地区）
一刻も早い修繕を望んでいる

文化財への財政支援に対する
� 町の考えは

須
す

貝
がい

 勝
かつ

司
し

 議員

問　
自
治
公
民
館
の
改
修

等
へ
の
補
助
率
に
つ
い

て
、
見
直
し
が
必
要
な
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う

が
、
町
と
し
て
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長　
来
年
度
の
予
算
編

成
に
向
け
て
、
他
自
治
体

の
制
度
や
町
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
議
論
し
、
補

助
率
を
含
め
た
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
町
内
の
実
例
を
一
つ

挙
げ
る
と
、
達
磨
寺
・
向

新
田
地
区
に
あ
る
自
治
公

民
館
は
老
朽
化
に
よ
り
修

繕
を
重
ね
て
い
る
が
、
屋

根
の
塗
装
や
外
壁
の
修
繕

に
は
１
０
０
０
万
円
以
上

か
か
る
見
積
も
り
が
出
て

い
る
。
今
の
補
助
率
で
は

地
区
の
負
担
が
大
き
く
、

問　
現
在
、
町
の
防
災
体

制
は
総
務
広
報
課
の
も
と

に
設
置
さ
れ
た
防
災
安
全

対
策
室
が
担
っ
て
い
る
。

　
将
来
的
に
、
よ
り
専
門

的
か
つ
効
率
的
に
防
災
業

務
に
当
た
る
た
め
、
独
立

し
た
防
災
課
の
設
置
の
可

能
性
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　
専
任
の
防
災
課
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
独
立

部
門
と
し
て
責
任
と
役
割

が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
や

計
画
立
案
・
予
算
要
求
を

自
ら
実
施
で
き
る
こ
と
な

ど
、
防
災
業
務
の
組
織
体

制
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
一
方

で
、
職
員
の
防
災
知
識
・

専
門
性
向
上
が
直
ち
に
実

現
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
関
係
他
課
と
の
連
携

の
重
要
性
が
変
わ
る
こ
と

も
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
、
防
災
対
応
体
制
強
化

の
一
つ
の
手
段
と
し
つ
つ
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問　
防
災
分
野
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
、「
地
域

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制

度
」
を
活
用
し
、
外
部
の

専
門
人
材
を
危
機
管
理
監

と
し
て
登
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長　
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
当
町

て
い
る
の
か
。
そ
れ
と

も
、
ま
ず
は
庁
舎
内
の
行

政
課
題
解
決
や
業
務
改
善

を
進
め
て
、
そ
の
効
果
を

間
接
的
に
町
全
体
に
波
及

さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
。

総
務
広
報
課
長 

両
面
だ
と

捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
行
政
業
務
の
効
率
化

に
つ
い
て
職
員
自
ら
業
務

フ
ロ
ー
を
見
直
し
、
改
善

を
進
め
ら
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー

ル
や
自
動
化
の
よ
う
な
新

し
い
手
法
の
活
用
に
つ
い

て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
近
年
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
歩
は
目
ま
ぐ
る

し
く
、
特
に
Ａ
Ｉ
の
分
野

等
に
お
い
て
は
、
日
進
月

歩
で
技
術
革
新
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
、
当
町
に
お
い
て
も

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
た
業
務
効
率
化
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
も
事

務
効
率
化
の
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
捉
え
て
お
り
、

利
活
用
し
て
い
く
可
能
性

は
あ
る
が
、
効
果
的
に
活

用
で
き
る
業
務
を
見
定
め

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

私
の
思
い

　
業
務
改
善
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
誰
か
が
頑

張
る
の
で
は
な
く
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

に
お
い
て
、
職
員
育
成
と

外
部
人
材
活
用
の
両
方
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
外
部
人
材
を
登
用
す

る
た
め
に
有
効
な
制
度
に

つ
い
て
、
情
報
収
集
を
進

め
て
い
く
。

業
務
効
率
化
の
た
め
の

�

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は

 

町 ‌�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た

�

業
務
効
率
化
は
必
須
で
あ
る

自
治
公
民
館
改
修
へ
の

�

補
助
率
見
直
し
は

�

町 

前
向
き
に
検
討
し
た
い

町民アンケートの分析に協力する
地域活性化起業人の安達仁

よし
政
まさ
氏　

防災課の設置の可能性は

問　
Ｄ
Ｘ
分
野
に
地
域
活

性
化
起
業
人
が
着
任
し

た
。
行
政
課
題
解
決
や
業

務
改
善
の
分
野
で
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
町
が
抱
え
る
地
域

社
会
と
行
政
内
部
の
両
面

の
課
題
に
対
し
て
、
民
間

企
業
等
で
培
わ
れ
た
知
見

と
技
術
を
活
か
し
、
そ
の

課
題
解
決
と
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

問　
協
定
書
に
は
「
町
民

の
情
報
格
差
解
消
」
や

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
の
推
進
」
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
町
民
と

直
接
関
わ
る
こ
と
を
考
え

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員 町長 総合的に判断していく 教育長 文化的価値を維持・保存するための支援

※‌�政教分離の原則…憲法第２０条、第
８９条に規定され、国家と宗教との
関係を制度的に分離し、信教の自
由を保障するもの。地方公共団体
にも等しく適用され、地方行政で
も慎重な対応が求められている。
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問　
当
町
で
の
放※

課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
設
置
状

況
や
利
用
実
態
は
ど
う
か
。

ま
た
、
近
隣
町
村
と
比
較

し
て
課
題
は
あ
る
の
か
。

町
長　

放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
令

和
７
年
８
月
現
在
で
３３
名

で
あ
る
。
町
内
事
業
所
１

か
所
の
ほ
か
、
山
形
市
な

ど
の
近
隣
市
町
の
複
数
事

業
所
を
利
用
し
て
い
る
。

課
題
は
町
内
に
相※

談
支
援

事
業
所
が
な
い
た
め
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
適

切
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

健
康
福
祉
課
長 

配
置
は
８

月
の
上
旬
か
ら
で
、
夏
休

み
に
入
っ
て
か
ら
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
今
後
、
冬

休
み
な
ど
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
長
期
休
業
が
始
ま

る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

た
配
置
を
心
が
け
た
い
。

問　
支
援
の
必
要
な
子
ど

も
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
、
通
常
よ
り
多
く
職
員

を
配
置
す
る
よ
う
な
加
配

対
応
は
し
て
い
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

加
配
が
で

き
る
予
算
の
確
保
お
よ
び

人
員
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
が
、
な
か
な
か
応
募
・

採
用
に
つ
な
が
ら
な
い
現

状
が
あ
る
。
人
員
確
保
に

努
め
た
い
。

問　
慢
性
的
な
人
員
不
足

を
ど
う
認
識
し
、
処
遇
改

善
策
は
と
ら
れ
て
い
る
の

か
。

町
長　
子
ど
も
の
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
共
働
き

世
帯
の
増
加
に
よ
り
利
用

者
は
増
加
し
て
お
り
、
慢

性
的
な
人
員
不
足
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
や

関
係
者
へ
の
声
掛
け
を

行
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ

応
募
が
あ
る
。

　

処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
の
子
ど
も
子

育
て
交
付
金
の
中
の
放
課

後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改

善
事
業
補
助
金
を
活
用

し
、
賃
金
の
改
善
を
行
っ

て
い
る
。

私
の
思
い

　
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

が
放
課
後
安
心
し
て
過
ご

せ
る
環
境
整
備
に
は
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、
温

か
い
ま
な
ざ
し
と
対
応
が

必
須
と
考
え
る
。
一
部
の

利
用
者
に
人
員
不
足
の
し

わ
寄
せ
が
来
な
い
よ
う
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
、
ぜ
ひ
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
専
門
職
員
の
加

配
と
実
践
的
な
研
修
の
機

会
を
望
む
。

問　
相
談
支
援
事
業
所
で

は
な
く
、
実
際
に
子
ど
も

た
ち
が
通
え
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
そ
こ
に
通
え
る
方

法
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
当
事
者
で
あ
る
子
ど

も
や
保
護
者
に
は
調
査
を

行
っ
た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

改
め
て
の

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
町
外
の
施
設
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。

町
長　
ま
ず
は
相
談
支
援

事
業
所
の
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
移
動
支
援
に

支援の必要な子どもの
� 放課後の居場所は

つ
い
て
は
、
現
在
、
特
別

支
援
学
校
へ
の
送
迎
を
実

施
し
て
い
る
が
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
送

迎
な
ど
新
た
な
ニ
ー
ズ
も

生
ま
れ
て
い
る
。
予
算
や

事
業
者
確
保
な
ど
近
隣
情

報
を
研
究
し
、
移
動
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

問　
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
を
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
受
け
入
れ
る
際
の

課
題
は
何
か
。

町
長　
課
題
は
支
援
員
の

不
足
や
専
門
的
知
識
の
あ

る
職
員
の
確
保
、大
人
数
で

過
ご
す
こ
と
に
よ
る
児
童

相
互
の
影
響
、
静
か
な
場

所
の
確
保
な
ど
、
環
境
面

で
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　
こ
の
夏
休
み
、
小
学

校
の
特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
配
置
し
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
い
つ
か
ら
配
置
に

な
っ
た
の
か
。

渡
わた

邉
なべ

　史
ふみ

 議員 町長 まずは相談支援事業所を誘致したい

町内唯一の放課後等デイサービス事業所

※‌�放課後等デイサービスとは、障
がい児が放課後や休日に通う療
育・支援施設のこと。

※‌�相談支援事業所とは、障がい
者・家族の生活相談や福祉サー
ビス調整を行う事業所のこと。

田
た

宮
みや

 昌
まさ

幸
ゆき

 議員

問　
観
測
史
上
最
高
の
気

温
更
新
、
命
に
係
わ
る
危

険
な
暑
さ
な
ど
の
言
葉
を

毎
日
の
よ
う
に
耳
に
す

る
。
実
際
、
熱
中
症
の
危

険
を
示
す
暑
さ
指
数
の
厳

重
警
戒
が
、
７
月
は
２８
日

間
と
ほ
ぼ
毎
日
と
な
っ
た
。

　
学
校
な
ど
の
熱
中
症
事

故
の
予
防
措
置
強
化
や
環

境
整
備
等
の
改
善
な
ど
、

実
行
計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長　
実
行
計
画
は
な
い

が
、
国
の
手
引
き
に
沿
っ

た
熱
中
症
対
策
を
行
い
、

教
職
員
間
で
の
情
報
共

有
、
児
童
・
生
徒
へ
の
指

導
や
保
護
者
へ
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

暑
さ
指
数
に
応
じ
た
下
校

時
刻
の
変
更
、
遠
距
離
通

学
地
区
は
町
営
バ
ス
を
利

用
す
る
な
ど
、
実
情
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
屋
外
の
活
動
に
つ
い

て
、
各
小
学
校
に
は
日
除

け
と
な
る
も
の
が
な
い
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ベ
ン

チ
は
、
半
分
以
上
日
差
し

が
当
た
る
状
態
で
、
改
善

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
小
学
校
に
は
冷
風

機
が
な
い
。
改
善
の
予
定

は
あ
る
の
か
。

教
育
課
長　

現
在
第
２
期

中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
作
成
の
た
め
に
協
議
を

行
っ
て
い
る
中
で
、
利
用

団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
結
果
を

踏
ま
え
て
必
要
な
も
の
を

話
し
合
っ
て
い
く
。
ま

た
、
小
学
校
へ
の
冷
風
機

設
置
は
今
の
と
こ
ろ
検
討

し
て
い
な
い
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
積

極
的
な
活
用
・
大
会
誘
致

を
行
う
に
は
、
設
備
の
充

実
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
整
備
計
画
は
あ
る
の

か
。

町
長　
総
合
体
育
館
は
、

「
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
」
に
お
い
て
長
寿
命
化

改
修
工
事
を
実
施
す
る
た

た
、
今
年
の
山
形
県
こ
ど

も
絵
画
展（
こ
ど
も
県
展
）

に
、
幼
稚
園
の
園
児
７

名
、
豊
田
小
学
校
か
ら
３

名
、
中
山
中
学
校
か
ら
も

３
名
入
選
し
た
と
聞
い
て

い
る
。（
答
弁
不
要
）

私
の
思
い

　
町
民
挙
げ
て
、
文
化
活

動
も
含
め
た
子
ど
も
た
ち

の
活
動
に
関
心
を
持
ち
、

応
援
す
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
ほ
し
い
。
私
も
応

援
し
て
い
き
た
い
。

り
、
テ
ン
ト
な
ど
の
貸
出

し
等
に
よ
る
安
全
確
保
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
課
長　

テ
ン
ト
、
給

水
用
ホ
ー
ス
、
室
内
送
風

機
な
ど
の
備
品
が
あ
る
の

で
、
要
望
が
あ
れ
は
対
応

し
た
い
。

問　
町
民
挙
げ
て
の
応
援

体
制
を
構
築
す
る
に
は
、

町
民
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
。
町
広

報
紙
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
活
動
を
積
極
的
に
掲
載

す
る
こ
と
や
、
町
内
で
開

催
さ
れ
る
大
会
は
、
町
が

後
援
と
し
て
支
援
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
ど
う

か
。

町
長　
町
広
報
紙
で
取
り

上
げ
る
べ
き
内
容
で
あ
れ

ば
記
事
に
し
て
い
き
た
い
。

問　
最
後
に
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
の
チ
ー
ム
が
東
北
大
会

に
出
場
し
た
こ
と
を
、
だ

い
ぶ
あ
と
に
知
っ
た
。
ま

子どもたちの頑張りを応援しよう

安心・安全なスポーツ環境を

め
、
令
和
８
年
度
に
実
施

設
計
を
作
成
予
定
。
そ
の

ほ
か
の
施
設
は
「
公
共
施

設
再
配
置
計
画
」
策
定

後
、
順
次
整
備
計
画
を
進

め
て
い
く
。

問　
当
町
で
開
催
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会

支
援
や
町
民
挙
げ
て
の
応

援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長　
当
町
で
は
大
会
運

営
等
の
費
用
は
、「
わ
が

ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
補
助
金
」
と
し
て
大
会

運
営
実
行
委
員
会
へ
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

各
種
大
会
の
支
援
に
つ
い

て
協
議
の
上
、
対
応
し
て

い
く
。

問　
大
会
を
誘
致
す
る
た

め
に
は
、
町
外
の
チ
ー
ム

も
安
心
し
て
試
合
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
特
に
熱
中
症
対
策

で
は
、
チ
ー
ム
で
の
備
品

整
備
に
ば
ら
つ
き
が
あ

町長 公共施設再配置計画策定後に順次検討する
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村
むら

山
やま

 　隆
たかし

 議員

問　
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
と
町
の
経
済
基
盤
が

縮
小
す
る
な
か
、
自
然
災

害
の
増
加
な
ど
で
町
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
暮
ら
す
町
民
は
、
物
価

高
騰
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
。
税
や
社

会
制
度
の
あ
り
方
は
国
の

施
策
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
町
と
し
て
い

か
に
町
民
の
所
得
向
上
と

地
域
の
経
済
成
長
を
図
っ

て
い
く
か
は
、
町
の
喫き
っ
緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で

各
分
野
に
お
け
る
成
長
戦

略
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
農
業
に
つ
い
て
、

２
０
２
０
年
の
統
計
に
よ

れ
ば
、
町
内
の
農
業
者
は

４
５
１
名
で
、
そ
の
８０
％

以
上
が
６０
歳
以
上
の
高
齢

者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
認
定
新
規
就
農
者

は
７
名
で
、
今
年
度
も
新

た
な
認
定
者
が
出
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
新
規
就
農
者

や
後
継
者
を
包
括
的
に
支

援
す
る
体
制
を
整
え
る
組

織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お

け
る
協
議
に
よ
り
農
地
集

積
が
進
み
、
経
営
規
模
の

拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

期
待
す
る
。
団
地
化
や
法

人
化
、
特
産
品
の
開
発
な

ど
各
方
面
で
Ｊ
Ａ
な
ど
関

係
機
関
と
協
調
し
て
支
援

し
て
い
く
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
商
品
券
の
発
行
な
ど

で
、
地
域
の
経
済
の
活
性

化
を
図
る
。
ま
た
、
令
和

４
年
度
に
創
設
し
た
「
開

業
支
援
事
業
補
助
金
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
９
件
の

利
用
が
あ
り
、
新
た
な
経

済
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
工
業
面
で
は
、
町
内
の

工
業
団
地
は
す
で
に
完
売

し
て
い
て
、
現
在
は
新
た

な
工
業
団
地
の
開
発
は
考

え
て
い
な
い
。

　

人
口
問
題
に
つ
い
て

は
、
中
山
町
定
住
促
進
・

住
宅
取
得
支
援
事
業
補
助

成
長
戦
略
が
必
要
で
あ

る
。
町
長
が
考
え
る
成
長

戦
略
の
カ
ギ
は
何
か
。

町
長　
町
の
魅
力
を
感
じ

さ
せ
る
事
業
を
実
施
し
な

が
ら
、
町
に
自
信
を
持

ち
、
町
を
誇
れ
る
よ
う
な

人
、や
は
り〝
人
づ
く
り
〟

だ
と
思
う
。

私
の
思
い

　
私
も
〝
人
づ
く
り
〟
と

い
う
考
え
に
は
賛
成
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
前
提

と
し
て
経
済
的
に
自
立
で

き
る
環
境
が
必
要
。
手
取

り
を
増
や
す
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

町の成長戦略、カギは

金
制
度
を
設
け
、
子
育
て

世
帯
や
町
外
か
ら
の
移
住

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
優

良
住
宅
地
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
毎
年
３０
棟
ほ
ど
の

新
築
住
宅
が
あ
る
な
か
、

市
街
化
区
域
内
の
未
利
用

地
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
大
規
模
な
開
発
を
行

う
土
地
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
当
町
の
歴
史
と
文
化

を
象
徴
す
る
重
要
文
化
財

「
旧
柏
倉
家
住
宅
」
や
、

山
形
県
の
花
「
紅
花
」、

東
北
の
食
文
化
で
あ
る

「
芋
煮
会
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
最
上
川
舟
運
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
観
光
資

源
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
は
個
別
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
て
認

知
度
向
上
に
努
め
て
い
る
。

問　
私
の
今
回
の
質
問
の

趣
旨
は
現
状
の
施
策
の
紹

介
で
は
な
く
、
そ
の
先
の

「
成
長
戦
略
」
に
つ
い
て

で
あ
る
。
現
実
と
し
て
限

界
や
カ
ベ
が
あ
る
と
し
た

町長 自信を持ってまちを誇れる人づくり

町の文化を誇れる人づくり
（１０月２日 芋煮会の日 豊田小学校にて）

　１０月１日、中山町議会臨時会が開かれました。
　中山町議会では、任期４年を前期２年、後期２年に分け、各常任委員会
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副議長選挙の結果

村山　　隆　５票
 渡辺　博文　３票
 佐東　幸治　１票
 （無効投票） １票

当選
委員の改選などを行っています。今回は、慣例により副議長が辞職し、そ
れに伴う副議長選挙が行われました。その結果、新しく村山隆議員が副議
長に当選しました。（右表参照）
　また、常任委員・議会運営委員の選任などが行われ、以下のとおり決定
しました。

議長・副議長紹介
議 長 副議長（新任）

鎌
かま
上
かみ
 　徹

とおる
村
むら
山
やま
 　隆

たかし

（６４歳・４期目） （６５歳・３期目）

各種審議会等の委員
　本会議後に開催された全員協議会において、中山町等から依頼があった各種審議会等の委員について、
以下のとおり決定しました。（変更者は赤下線）

▪中山町広報委員会委員
　　村山　 隆
▪中山町民生委員推薦会委員
　　鈴木 徹雄
▪中山町国民健康保険運営協議会委員
　　鈴木 徹雄
▪中山町介護保険運営協議会委員
　　渡辺 博文

▪中山町都市計画審議会委員
　　田宮 昌幸　 夛田 慎二　 渡邉　 史
▪中山町土地開発公社理事
　　須貝 勝司 　渡辺 博文 　佐東 幸治
▪中山町空き家対策会議委員
　　田宮 昌幸 　佐東 幸治
▪社会福祉法人中山町社会福祉協議会理事
　　鈴木 徹雄

常任委員会・議会運営委員会構成
議長の指名推選により、下記のとおり決定しました。任期は２年で正副委員長は互選で決定されました。

議会広報常任委員会
委員長 夛田慎二　　副委員長 渡邉　史
　委員 村山　隆 　田宮昌幸 　佐東幸治

議会運営委員会
委員長 須貝勝司　　副委員長 渡邉　史
　委員 田宮昌幸 　鈴木徹雄

総務文教常任委員会
委員長 田宮昌幸　　副委員長 渡辺博文
　委員 村山　隆 　須貝勝司 　斎藤眞一

厚生産業常任委員会
委員長 鈴木徹雄　　副委員長 夛田慎二
　委員 佐東幸治　 渡邉　史　 鎌上　徹
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東北地方整備局へ治水対策などを要望

新たな形となる、複合的な庁舎建設
村山地方町村議会議長会　正副議長視察研修報告

●研修内容
【網走市の取り組み】
　広域分散・多雪寒冷といった地域特性から、
地域間の医療資源に格差がありました。また、
人口減少や高齢者の増加により通院困難者の増
加が見込まれ、地域において高度で専門的な医
療を受ける機会を増やすため、医療M

マ ー ス
aaS（オ

ンライン診療）とともに、その実現を図るため、
医療車両の導入を行っていました。

【小清水町の取り組み】
　防災拠点型複合庁舎を建設しており、行政と
しての業務を行う「庁舎ゾーン」と、町民が気
軽に足を運び、さまざまなコミュニティが生ま
れる場所となる「にぎわいゾーン」（コインラ
ンドリー、カフェ、フィットネスクラブなど）
を併設し、町が行う検診の会場や、災害発生時
には防災の拠点と一時的な避難所となる施設と
して活用されていました。

令和８年度に向け　中山町重要事業要望
国土交通省と山形県に対し、佐藤町長とともに要望書を提出

　令和８年度の予算編成に向けて、佐藤町長、鎌上議長、佐東副議長が、７月４日に東北地方整備局
と山形河川国道事務所に、また、７月１１日に山形県知事および村山総合支庁長に、要望書を提出しま
した。要望事項は次のとおりです。

　７月１５日～１７日、村山地方の町村議会正副議長計１４名が参加し、北海道網
あばしりし
走市で医療関連事業につ

いて、小
こしみずちょう
清水町では庁舎建設について行政視察を行いました。内容は次のとおりです。

　町の財政を考えながら、国・県に対しインフラ整備や災害対策など、「安心して子育てができる環
境づくり」に関する要望は重要であり、今後も活動を続けていきます。

　医療MaaSは、今後を見据えた医療体制として、当町も参考にしたいと思います。また、これか
らの庁舎の形を見据え、町民・町職員が気軽に利用できる施設を視察し、当町でも今後、町民の方々
の意見を伺いながら進めていく必要性を感じました。

●７月 �
４日　‌�国土交通省への要望会【正副議長】
� ⇒関連記事Ｐ１９
７日　‌�ＪＲ左沢線対策協議会総会【議長】
８日　‌�議会ハラスメント対策研修会【全議員】
� ⇒関連記事Ｐ２２
　　　議員懇談会【全議員】
１１日　‌�県への要望会【正副議長】
� ⇒関連記事Ｐ１９
１５日　‌�山形県町村議会広報研修会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ２３
１５日～‌�１７日　村山地方町村議会議長会正副議長

視察研修【正副議長】� ⇒関連記事Ｐ１９
２４日　‌�村山地方町村会・議長会合同会議【議長】
２７日　‌�消防団との意見交換会（総務文教常任委

員会）【委員】� ⇒関連記事Ｐ３
２８日　‌�最上川上流村山地区改修期成同盟会総会

【議長】
　　　知事と町村議会議長との意見交換会【議長】
２９日　‌�山形広域環境事務組合議会７月定例会
　　　【派遣議員】� ⇒関連記事Ｐ２３
３０日　‌�山形県町村議会意見交換会【議員６名】

●８月 �
１日　‌�中山町戦没者追悼式【全議員】
４日～‌�５日　総務文教・厚生産業常任委員会合

同研修� ⇒関連記事Ｐ２０
６日　‌�タブレット研修会【全議員】
� ⇒関連記事Ｐ２２
１５日　‌�二十歳を祝う会【全議員】
１８日　‌�岩谷十八夜観音例祭【議長】
２０日　‌�全員協議会【全議員】
　　　総務文教常任委員会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ２１
　　　厚生産業常任委員会【委員】
� ⇒関連記事Ｐ２１
２１日　‌�山形県、岩手県、秋田県合同町村議会議

長等中央研修会【議長】

２２日　‌�県関係国会議員との懇談会【議長】
２５日　‌�議会運営委員会【委員、正副議長】
２６日　‌�総務文教常任委員会（お達磨の桜樹勢回

復事業）【委員】� ⇒関連記事Ｐ２１
２８日　‌�全国町村議会広報研修会（東京都）【委員】
� ⇒関連記事Ｐ２３
８月中　議会広報常任委員会（計３回）【委員】

●９月 �
１日　‌�県奥羽・羽越新幹線整備実現同盟令和７

年度促進大会【議長】
４日～‌�１２日　町議会９月定例会【全議員】
� ⇒関連記事Ｐ４～１６
４日　‌�柏倉家住宅保存・利活用特別委員会
　　　【委員、議長】� ⇒関連記事Ｐ20
７日　‌�安全・安心まちづくり町民大会【全議員】
１２日　‌�議会活性化特別委員会【委員、議長】
� ⇒関連記事Ｐ22
１７日　‌�国土交通省への要望会【正副議長】
２５日　‌�山形県健康福祉祭ときめきねんりんピッ

ク２０２５　グラウンド・ゴルフ大会【議長】
９月中　議会広報常任委員会（計２回）【委員】

●１０月（一部） �
１日　町議会１０月臨時会【全議員】
� ⇒関連記事Ｐ１７
２日　町表彰式【全議員】
２日～‌�３日　最上・荘内・村山地方町村議会議

長会合同研修会【議長】
９日～‌�１０日　置賜・村山地方町村議会議長会合

同会議【議長】
１１日　‌�手をつなぐ育成会東北ブロック大会・本

人大会【議長】
２１日　県及び市町村長・議長会議【議長】
１０月中　議会広報常任委員会（計２回）【委員】

※【　】内は参加者　※議会全体の主な動きを抜粋して掲載しています。
議 会 ダ イ ア リ ー議 会 ダ イ ア リ ー （議会４か月の動き）（議会４か月の動き）

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。1212月月33日（水）〜日（水）〜55日（金）日（金）次回の定例会は

【東北地方整備局・山形河川国道事務所】
　◦公共事業予算・防災減災対策の充実について
　◦最上川流域の総合的な治水対策の推進について
　◦‌�国道１１２号「山形中山道路」および「山形南道路」の
整備促進について

【山形県知事・村山総合支庁】
　◦一級河川石子沢川の減災対策の推進について
【村山総合支庁】
　◦山形県医療給付制度の充実について　　　◦地域生活支援事業費等補助金について
　◦国道４５８号・国道１１２号の整備について　　◦‌�都市計画道路天童中山線の道路整備事業化について
　◦一級河川不動沢川の減災対策の推進について
　◦‌�新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」に係る基礎調査の早期実施について
　◦歩道除雪体制の強化について
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見守り続けていく お達磨の桜
総務文教常任委員会報告（委員長：鈴木徹雄）

　８月２０日、総務文教常任委員会を開催しまし
た。継続調査となっていた町が所有する建物や
土地の現状および未利用財産の今後の活用につ
いて、担当課より説明を受けました。
　旧中原団地跡地については、売却済みとなり
ました。旧ひまわり館については、期限内に入
札がなく、今後は先着順による売却を進めてい
くということです。旧柏倉家住宅駐車場用地に
ついては、残土の搬入が終わり、数年は沈み込
みの確認が必要となります。
　そのほかの建物や土地については公共施設再
配置計画等と併せて考える必要があるとの説明
がありました。

　８月２６日、お達磨の桜樹勢回復事業について
現地調査を実施しました。教育課と樹木医から
は、昨年度に引き続き定期的な見回りと枯枝処
理、土の入れ替えによる土壌改良により樹勢回

復を目指していくことが説明されました。また
達磨寺・向新田協議会会長、公園維持管理組合
会長等との意見交換も行いました。
　樹勢回復事業は長期的な事業となることか
ら、今後も引き続き適切な管理をしていくこと
を確認しました。

樹木医による２週間に１度の定期的な見回り活動

まずは浄化槽の水質検査を予定（旧長崎養豚団地）

施設等解体の早期実現を
厚生産業常任委員会報告（委員長：渡辺博文）

国の制度、積極的に活用しよう
総務文教・厚生産業常任委員会　合同研修報告

　８月２０日、厚生産業常任委員会が開催され、
「町有財産の現状および未利用財産の今後の対
応について」を議題として、①旧情報・物産館
○
まる
っと、②旧長崎養豚団地の浄化槽等、③渕の
上道路等用地の３件について調査を行い、担当
課から説明を受けました。
　旧長崎養豚団地の浄化槽については、所有す
る町の負担により、解体・撤去し、安全確保を
図る予定とのことです。今後は中に溜まった水
の水質調査を行い、その結果を踏まえて処分方
法、解体方法を検討していくと説明がありまし
た。
　３件の財産については、継続して調査するこ
とになりました。

　８月４日・５日、総務文教・厚生産業両常任委員会の合同研修が、東京都衆議院第一議員会館の会
議室において開催されました。
　このたびの研修は、例年の視察研修ではなく、国事業の内容について省庁の担当者から直接説明を
受けるという形で行われました。

替えるだけの申請は対象になりませんが、地方
創生に資する新たな取り組みを加え、創意工夫
を訴求する内容であれば、交付の可能性がある
とのことです。（例えば既存の温泉施設＋地域
の賑わい創出・子ども向け施設など）

●内容②「疲弊した地方産業の対策について」
　　　　 （経済産業省・中小企業庁）
　少子高齢化の進展、産業構造の変化や消費動
向の変化などに伴い、特に地方において地域で
生活を支える産業の維持が難しくなってきてい
ます。その中で、地域で安心して働き暮らせる
生活環境を創出するためには、若者にも魅力の
ある地方での仕事づくりとともに、地域でのコ
ミュニティ形成の維持が重要です。このような
考え方に基づき、中心市街地や商店街等の活性
化施策について、講義をいただきました。

●内容①「‌�新しい地域経済・生活環境創生交付
金について」（内閣府）

【基本的な考え方】
　地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げる
ことができるよう地方公共団体の自主性と創意
工夫に基づいた、地方創生に資する地域の独自
の取り組みを応援するものです。
・地方公共団体に限り申請可能
・地方版総合戦略を策定することが必要
・‌�事業ごとに具体的な重要業績評価指標（ＫＰＩ）
の設定やＰＤＣＡサイクルの整備が必要

【第２世代交付金】
　令和６年度補正予算から新たに創設されたこ
の資金では、「ソフト事業」「拠点整備事業」「イ
ンフラ事業」の３事業があり、それぞれを組み
合わせることで、より強力な整備が図られるこ
とを目的としています。既存事業の財源を振り

　いずれの研修も、制度設計や担当者から生の声を聞くことができ充実した時間でした。
　どちらの制度も、難解でハードルは高そうですが、「本気で取り組めば道は開ける」。要はアイデア
と本気度であると思います。大変有意義な研修となりました。

公開事業に約３８０万円、入館者は２，２４６名
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：夛田慎二）　　

　９月４日、柏倉家住宅保存・利活用特別委員
会が開催されました。
　令和６年度の柏倉家住宅関連事業の歳出につ
いては、施設管理事業が約１０２０万円、修繕事業
が約２００万円、公開事業が約３８０万円となり、入
館者数は２，２４６名だったことが報告されました。

令和６年度冬の特別公開は
３日間で１０７名が来場

　また、令和７年度の
関連事業の実施状況の
報告として、修繕工事
の進捗のほか、秋・冬
の公開事業についての
説明が行われました。
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議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告 議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

議会活性化活動レポート
発火事故多発！リチウムイオン電池か？

山形広域環境事務組合議会報告

　７月２９日、山形広域環境事務組合議会
定例会が開催され、令和６年度の決算に
ついて認定されました。

　令和６年度の中山町の負担額は９３８４万 
５０００円で、対前年比２０１万１０００円の減と
なりました。
　そのほか、条例の改正１件（山形広域
環境事務組合議会個人情報の保護に関す
る条例の一部を改正する条例について）
を可決しました。

 歳入総額　３４億１９４８万８１３９円
 歳出総額　３３億８２９７万４５３２円
　　　　　　　　　　　　　　　　
 差引残額　　　 ３６５１万３６０７円
� （→次年度へ繰り越し）

なかやま議会だより・・・リニューアルします
議会広報常任委員会報告（委員長：村山　隆）

議会活性化に向け、今後のスケジュールを確認
議会活性化特別委員会報告（委員長：須貝勝司）

●山形県町村議会広報研修会
　７月１５日、山形県町村議会広報研修会が、山
形市の山形国際交流プラザ（ビッグウイング）
において開催されました。『議会の「見える化」
＆住民との「信頼」築く議会広報の基本と編集』
と題した議会広報サポーター芳野政明氏の講演
の後、「議会広報クリニック」が行われました。
　「なかやま議会だより」については、定例会
の報告は的確に伝えている、見出しの立て方や
目立たせ方も良くなってきているという評価を
いただきました。今後、住民の意見や要望、提
案を受けるなどの常設企画に期待しているとの
アドバイスを受けました。
●全国町村議会広報研修会
　８月２８日、全国町村議会広報研修会が東京都
の渋谷公会堂において開催されました。当町か

①議員報酬の見直し
　町民アンケート、議員アンケートの結果を踏
まえ、増額の方向性を確認し、令和７年度中に
町への要望書提出に向けて協議を進めていく。
②子ども向け議会のしおり
　現在、大人向け議会のしおりを基に素案を作
成しており、令和７年度中の完成に向け進めて
いく。
③‌�オンライン会議・文書等のデジタル化等の例
規整備
　標準規則等を参考に素案を作成しており、令
和７年度中の整備に向け協議を進めていく。

らは、議会広報常任委員５名と事務局１名の６
名が参加しました。
　今回のテーマは「①インタビュー記事を生か
した紙面づくり」「②スマートフォンを活用し

①議員定数の見直し
　令和７年度中に増減または現状維持の方向性
を決定するため、協議を進めていく。
　もし、増減することになった場合には令和８
年度中の条例改正に向け協議する。
②傍聴規則の見直し
　標準規則等を参考に素案を作成しており、令
和７年度中の見直しに向け協議を進めていく。
③議会と議員のコンプライアンスの推進
　令和７年度中に政治倫理要綱の内容について
検証を進めていく。

た撮影技術の基本
と実践」「③広報
紙を通じて住民の
政治参加をうなが
す」の３つで、そ
れぞれの講師の熱
弁を受け、充実し
た研修となりまし
た。 研修資料より「写真撮影のコツ！」

内蔵されている電池が取り外せないものは、
水銀含有ごみとして出してください

ルール④
相手との距離と高さを理解する

令和６年度火災等発生件数305件トピックス

　９月１２日、議会活性化特別委員会が開催され、第１・第２小委員会でこれまで議論してきた項目に
ついて協議を行いました。協議内容と結果は次のとおりです。

山形県町村議会議長会 武田参与を迎え、
議会ハラスメント対策研修会を実施。
� （７月８日）

「ピースデザイン工房」の髙橋圭哉氏を迎え、
タブレットの会議システム操作について研修
を実施。� （８月６日）

第１小委員会 第２小委員会

　それぞれの研修で学んだことを今後の紙面づ
くりに生かしていきます。

　８月１３日、エネルギー回収施設（立谷川）の受入
ごみピット内において火災が発生し、放水銃による
消火を試みたが鎮火せず、消防本部による消火活動
が行われた。発火の危険性のあるごみ、または立谷
川リサイクルセンターからの破砕処理残

ざん
渣
さ
が原因と

考えられるが、特
定はされなかった。
　近年リサイクル
センターでは、リ
チウムイオン電池
からの発火、発煙
事案が急増してお
り、その対策が急
がれている。
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皆さまのご意見、ご感想など、お
寄せください。次回第３５号の発行

は１１月１日です。
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❽ 中山町川
かわむかいこんぴらたる

向金比羅樽流し保存会

楽しい仲間たち楽しい仲間たち
―明るい 豊かなまちづくりを目

指して
―明るい 豊かなまちづくりを目

指して――

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま 　なかやま議会だよりの最終ページは、町内の各

種団体を紹介してきました。

　連載シリーズ第４弾は、「楽しい仲間たち ―明

るい 豊かなまちづくりを目指して―」と題し、

町内で活躍・活動しているさまざまなサークル、

ボランティア団体を紹介していきます。

　今回は、「中山町川向金比羅樽流し保存会」です。
第８回

会長代行：後
ご

藤
とう

勇
ゆう

三
さぶ

郎
ろう

事 務 局：東海林　洋

問合せ先：☎０９０－９６３０－５６５０

　六十里越街道と最上川舟運が交
差する交通の

要所、山形県中山町長崎地区。こ
こには、地域

に息づく豊かな文化遺産がありま
す。そのひと

つが、毎年６月１日に行われてい
る「金比羅樽

流し」です。
　この行事は、讃岐（現在の香

川県）にある

「金
こ
刀
と
比
ひ
羅
ら
宮
ぐう
」への信仰に由来しています。金

刀比羅宮は、航海の守護神として
船乗りや海運

業に関わる人々から、災難除け・
海上安全の神

として信仰されてきました。江
戸時代中期に

は、船頭や金
こん
比
ぴ
羅
ら
道
どう
者
じゃ
によって「金比羅信仰」

が全国へと広められたとされてい
ます。

　その信仰に関連する習俗の一つ
が「流し樽」

です。これは「金比羅樽」と呼ば
れる小さな樽

に酒を詰め、川や海に流すという
もので、やが

て誰かの手によって金比羅神社に
届けられ、奉

納されると信じられていました。

　天保１４年（１８４３年）の長崎村絵
図には、川向

地区に１８軒の家が描かれています
。また、地区

内にある「金比羅山」と刻まれた
石碑には、大

正３年（１９１４年）３月１０日という
建立の日付が

記されており、これが「流し樽」
の始まりと考

えられています。
　この「金比羅講中」の行事は、

長年にわたり

地域の人々によって受け継がれて
きましたが、

高齢化や戸数の減少により継続が
困難となりま

した。そこで平成２５年、町内の
有志を中心に

「中山町川向金比羅樽流し保存会
」が結成され、

以後は保存会によって毎年祭事が
執り行われて

います。
　かつては山形県内のさまざまな

地域で行われ

ていた「流し樽」ですが、今では
この中山町だ

けにその伝統が残されています。

　♬こんぴら船ふね　追手に帆か
けて

　　　　　　　　　シュラシュシ
ュシュ～

　この懐かしい歌とともに、金比
羅信仰にまつ

わる文化を、これからも次の世代
へと伝えてい

きたいものです。
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６　月６　月
定例会定例会

ぜんぶ食べたよ

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでもらえる内容にするため、
感想・意見をいただいている「広報モニター」の声をご紹介します。
　「広報モニター」は随時募集中です。ご興味のある方はお問い合わせください。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがと
うございました。ご指摘のあった件については、
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、電話やＦＡＸ、
二次元コードからお気軽にお寄せください。

ご意見投稿はこちらから

▲
◦‌� 表紙写真について真剣な表情が印象に残ります。笑顔にこ
だわらない表紙もおもしろい。

◦‌� 一般質問ページのタイトルと議員写真をもう少し小さく
し、質疑の内容を多く掲載してはどうでしょうか。

◦‌� 議会活動報告は、大変重要な項目と考えます。参加議員の
研修結果と考察を色分けや太文字で表示してもらえば、研
修内容がより理解できると思います。

◦‌� 「楽しい仲間たち」では、町内の伝統行事について理解が
深まる良い内容だと思います。

TEL：０２３-６６２-４３７０
FAX：０２３-６６２-２５３８連絡先

第34号から

山辺町初市
①‌�令和８年１月１２日（月・祝）
②‌�山辺町駅前・本町・仲町通り
③‌�縁起物のだんご木等の販売や、山辺
町の特産品舞米豚をたっぷり使った
豚汁の振る舞い等が行われます。
④‌�山辺町初市運営協議会
　（山辺町商工会内） ℡０２３-６６４-５９３９

山辺
町

蔵王樹氷まつり
①‌�令和７年１２月下旬～令和８年２月下旬
②‌�蔵王温泉スキー場内
③‌�樹氷のライトアップ等
④（一社）山形市観光協会
� ℡０２３-６４７-２２６６‌�
　山形市観光戦略課
�  ℡０２３-６４１-１２１２（内線４２４）

山形
市

山形市初市
①‌�令和８年１月１０日（土）
②‌�山形市十日町～七日町 国道１１２号
③‌�縁起物をはじめとした木工品や野菜
の販売、一般露店やキッチンカーが
立ち並びます。
④‌�山形商工会議所 ℡０２３-６２２-４６６６
　山形市観光戦略課
�  ℡０２３-６４１-１２１２（内線４２４）

山形
市

やまのべ・まるごと・フェスティバル
①‌�令和７年１１月３日（月・祝）
②‌�山辺町民総合体育館およびその周辺
③‌�山辺町の特産品販売や友好都市日立
市からの特別出店、ステージイベン
トなど内容が盛りだくさんです。
④‌�やまのべ・まるごと・フェスティバル
実行委員会事務局（山辺町商工会内）

�  ℡０２３-６６４-５９３９

山辺
町

第４０回上山城まつり２０２５
①‌�令和７年１１月２日（日）・３日（月・祝）
③‌�ステージイベントやマルシェを開催
します。
④‌�上山城郷土資料館 ℡０２３-６７３-３６６０

上山
市

上山城元旦登城
①‌�令和８年１月１日（木・祝）
④‌�上山城郷土資料館 ℡０２３-６７３-３６６０

上山
市

中山町初市
①‌�令和８年１月１４日（水） １０：３０～
②‌�ひまわり温泉ゆ・ら・ら前
③‌�商売繁盛を願い江戸時代から続く伝
統行事「初市」
④‌�中山町観光協会事務局 ℡０２３-６６２-２１１４
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て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

目
立
た
せ
、
生
か
す
こ
と
、

そ
し
て
交
流
す
る
こ
と
で
、

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も

そ
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
交
流

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
例
え
ば
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
交
流
会
で
青
森
に
行

き
、
ホ
テ
ル
支
配
人
時
代
に

お
世
話
に
な
っ
た
高
畠
町

や
、
演
劇
を
通
し
て
知
っ
た

川
西
町
の
文
化
施
設
な
ど
、

今
で
も
各
地
域
で
多
く
の
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
お
宝
」
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
劇
団
を
主
宰
し

て
い
た
こ
と
で
、
舞
台
装
置

や
、
大
道
具
・
小
道
具
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　
〝
ガ
ラ
ク
タ
〟
ば
か
り
で

す
が
ね
、（
い
や
い
や
）
自

慢
は
映
画
『
ロ
ー
マ
の
休

日
』
に
登
場
し
た
ベ
ス
パ

（
ス
ク
ー
タ
ー
）
や
ロ
ン
ド

ン
に
あ
っ
た
「
公
衆
電
話

ボ
ッ
ク
ス
」、
今
で
も
現
役

川
井
さ
ん

の
人
力
車
が
３
台
と
、
五
重

塔
と
小
鵜
飼
舟
の
レ
プ
リ
カ

な
ど
で
す
か
ね
。
あ
と
１
万

冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。

中
山
町
に
移
住
し
た

き
っ
か
け
は
？

　
　
　
　
　
前
に
住
ん
で
い

た
山
形
市
内
の
家
が
〝
お

宝
〟
で
あ
ふ
れ
て
い
て
、
こ

れ
を
収
容
す
る
た
め
の
小

屋
・
倉
庫
を
探
し
て
い
ま
し

た
。
運
よ
く
柳
沢
地
区
の
い

い
物
件
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
住
宅
ま
る
ご
と
取
得

し
、
移
住
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

中
山
町
の
魅
力
は

何
で
す
か
？

　
　
　
　
　
最
上
川
河
川
敷

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
ご

み
拾
い
の
活
動
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
ま

川
井
さ
ん

川
井
さ
ん

今号の表紙：今号の表紙：ごはん おいしい、「おかわり」ごはん おいしい、「おかわり」
　９月１日から、なかやま保育園とながさき幼稚園で米飯の無償提供が開始されま
した。これまでの副食（おかず）の無償化に加えて米飯（ごはん）も加わり、給食
の完全無償化が実現しました。これは中山町独自の子育て支援策です。
　それぞれの園の給食時間に伺うと、美味しそうに温かいごはんを食べる子どもた
ちがいました。「おかわり」の元気な声に「おかずも食べてね」と先生が話す、明
るい会話が部屋中に広がっていました。

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ ※‌�イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベントイベント 情報山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

観光人力車（左）と能舞台形式のギリシャ古典劇（右）

プロフィール

２１歳で「劇団ＢＱ創庫」を旗揚げ、現在に至る。
８年前から中山町柳沢地区に移住する。

劇団ＢＱ創庫主宰者
山形市生まれ

川
かわ
井
い
浩
ひろ
雄
お
さん（６6歳）

劇‌�団ＢＱ創庫とは…‌川井さんが主宰する劇団。代表作「星
の王子さま」は、東京、北九州など、県内外で上演し、
１９９４年にラジオドラマでギャラクシー賞を受賞した。
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▲‌ �取材日に集まっていた
　メンバー（左から）
　佐

さ
藤
とう
凛
りん
さん、

　福
ふく
元
もと
夏
か
歩
ほ
さん、

　武
たけ
口
ぐち
奈
な
音
の
花
か
さん

▲羽前長崎駅東口の
　飾りつけ

▲イルミネーション活動

　

平
成
２９
年
５
月
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
な

か
や
ま
議
会
だ
よ
り
」
第
１

号
を
発
行
し
、
８
年
が
経
ち

ま
し
た
。

　

当
時
は
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、「
楽
天
カ

ラ
ー
」
を
表
紙
と
全
体
の
カ

ラ
ー
と
し
て
採
用
し
、
こ
れ

ま
で
少
し
ず
つ
内
容
を
改
良

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
し
、
よ
り
親
し
み
や
す

い
紙
面
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

引
き
続
き
町
議
会
活
動
を

わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
田
宮
昌
幸
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

夛
田　

慎
二

　

副
委
員
長　

渡
邉　
　

史

　

委　
　

員　

村
山　
　

隆

　

委　
　

員　

田
宮　

昌
幸

　

委　
　

員　

佐
東　

幸
治

皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第３6号の発行は２月１日です。

１０月１２日の芋煮会に向けて準備着々（９月１３日取材）

楽しい仲間たち
明るい 豊かなまちづくりを目指して

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま

　連載シリーズ「楽しい仲間たち」は、
町内で活躍・活動しているさまざまな
サークル、ボランティア団体を紹介して
います。No.9

　「先輩たちが１年生の時に作られて、私たち
が高校生になった時点で参加させてもらった」
と話すのは、高校生地域おこしサークル「あい
らぶなかやま」のメンバーです。小・中学生時
代からの友人関係で結ばれた地域密着型のグ
ループで、現在は高校２年生と１年生が中心と
なって活動しています。
　印象深い活動について尋ねると、羽前長崎駅
西口でのイルミネーション設置を挙げ、「撤収
作業の時に『君たちがやってくれてたんだ。あ
りがとう』って直接声をかけてもらえて」と、
地域住民との温かい交流を振り返っていました。
　１０月１２日の芋煮会に運営側として参加する理
由については、「昨年のアンケート結果を見た
ら、町外から来てる人が多くて、中山町の魅力
を知って来てくれているんだなということがわ
かって、運営側として何かやりたいなって思い
ました」と熱く語ります。
　昨年は『カプセルに割引券を入れたガチャガ
チャを用意して、答えてもらった人にそれを引
いてもらう』というユニークな仕掛けでアン
ケート収集を担当。今年は「中高生とか若い人
たちが来てくれるようなイベントを企画した
い」との思いで、『お菓子のつかみ取り』『駅か
ら会場までのスタンプラリー』『フォトスポッ

ト』などのアイデアを練っているそうです。
　「勉強に追われている時も、活動で地元の友
達と会えるのが支えになる。高校の友達とはま
た違う、ちっちゃい頃からの縁」「親戚みたい
な？！」と微笑み合いながら活動の意義を語っ
てくれました。若い感性で、芋煮会を盛り上げ
ようとするメンバーの活躍が期待されます。
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高校生地域おこしサークル「あいらぶなかやま」
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